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優しく強い子に！

4 月 28 日(日)は快晴でした。小比企の丘の遠く西
の奥には富士山が美しい姿を魅せていました。
左の丹沢山塊の尾根筋も白く化粧をしていました。

前景の小比企の丘の緑によく映えていました。
http://www.minamih.net/ 畑にはジャガイモが順調に育っていました。子ども
１９・ ５・１（水） 達のジャガイモはどんなだろうかと楽しい想像をしな
南ＮＥＷＳｎｏ １５ がら６年生カップ戦の集合場所に歩いて行きました。

雉子の鳴き声が聞こえます。里山の良さを味わいな
がら，安全で美味しい日本の農業，年老いたお百姓さん達にＧＡＭＢＡってほ
しいなと思いながら…。アルゼンチンやブラジルのように，どこかの国が勧め
る農薬付き遺伝子組み換え作物に席巻されてほしくないなと思いながら……。

ｂｙ南のアンパンマン

6年生 Ｕ１２前期リーグ Ｃブロック
２０１９．４．２９（祝） 松枝小学校

《試合のめあて》
・同一視する・コーチングする・気持ちで負けない
・ワイドに使う・シュートを目指す
《試合結果》
南八王子 ２－３ カラーズ （前半０－２）
《得点者》
シズクさん、シュンセイくん
Ｕ１２前期リーグは全８試合ですが、前節までの成績は１勝１分１負です。

今日で４戦目となりますが、ＪＡカップ５年生大会の優勝チームであり、今年
度の春季カップで決勝まで勝ち進んでいるカラーズが対戦相手です。
前半は、風下側の陣地でキックオフとなり、防戦一方の試合展開となります。

３分にはクリアをカットされ、クロスから中央で合わせられ失点。しかし、そ
の後はＳＢのミツキ君が、相手１０番に自由にプレーさせないようディフェン
スをします。フリーキックをＳＭレオン君がヘッドでクリアし相手にとられる
も直ぐに取り返し右Ｍのユウシン君に渡し、ドリブルで持ち込みますがシュー
トまでは、行けず。１２分は、１対１のピンチの場面でＧＫシオン君が前に出
てセーブ。１４分には、左Ｍワヘイ君がパスカットしてセイジュン君へパス、
それを前線で待つユウシン君にスルーパスを出しますが、オフサイド。良い形
で攻撃が出来るようになって来ました。しかし、１７分にペナルティエリア内
まで細かなパスで攻め込まれ追加点を許してしまい、そのまま０－２で前半終
了。
後半１０分、セイジュン君の右サイドからの直接フリーキックのクリアボー

ルをレオン君が取り、もう一度セイジュン君に返し強烈なシュート放ちます、
キーパーが弾いたボールを左Ｍのシズクさんが押し込んで得点。１２分には、
セイジュン君のシュートをシュンセイ君が押し込んで同点に追いつきます。ベ
ンチも応援席も大盛り上がりでしたが、１５分に追加点を許してしまい、突き
放されてしまいそのまま試合終了となりました。
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○トレーニングマッチ ｖｓＵＮＯ
《試合結果》
○南八王子 ２－１ ＵＮＯ （前半０－１）
《得点者》ワヘイ君、シュンセイ君
前半は、バックパスを奪われ失点。後半１分、レオン君からのク

ロスにワヘイ君がヘッドであわせ同点に追いつく。右サイドからシズクさん→
ユウシン君にボールをつなぎ、ユウシン君からのクロスにゴール前にワヘイ君
・ユウカさんがつめるが合わず得点ならず。
１０分には、ユウカさんのシュートも惜しくもクロスバーを超えてしまいま

す。１３分には、シュンセイ君がペナルティエリア内で受けたボールを振り向
きざまにシュートして逆転に成功。
ＵＮＯさんとは、今後リーグ戦で対戦します。そのときもしっかりと勝てる

よう準備をしておきましょう。 ｂｙ尾川コーチ

《試合の講評》
相手に与えたコーナーキックは６本ほどありまし

が、そのほとんどをレオン君がヘッドでクリアして
いました。昨日までの試合とは違い、奪われても自
分が奪い返す意識を持って全員がピッチにたってい
たと思います。
また、今日は少ないチャンスをしっかりと得点に

つなげることができていました。
しかし、まだまだ、無意味なキックによって相手

に奪われてしまっている場面が多くありました。こ
こは、改善が必要です。周りからの声かけによりボ
ールを持った選手に指示を出してあげましょう。

ｂｙ尾川コーチ

《 試 合 の 講 評 》
Ｕ Ｎ Ｏ さ ん と は 、 今 後 リ ー グ 戦 で 対 戦 し ま す 。

そ の と き も し っ か り と 勝 て る よ う 準 備 を し て お き
ま し ょ う 。 ｂ ｙ 尾 川 コ ー チ
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